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タイ国内の空港の状況について 

一般調査報告書 

 

 

タイには民間定期便が運航されている空港が大小様々30 箇所以上存在しています。最も大きな国際空港は、

中部国際空港セントレアからもタイ国際航空等が運航しているスワンナプーム国際空港で、今から 18 年前の

2006 年に開港しました。タイは観光大国であるとともに東南アジアの物流ハブでもあることから、空の玄関口であ

る空港の重要性は日々高まっています。本レポートではタイの空港の現状を概観するとともに、今後の計画につ

いても述べたいと思います。 
 

１ タイの空港の概要について 

（１）タイの主な空港の歴史 

タイで最も古い空港はバンコク中心部から北へ約 25km にあるドンムアン空港で、1914 年に運用が開始さ

れています。とはいえ、当初はタイ国軍の基地として発足したものであり、民間の旅客機取扱施設としては

1952 年からの運用となっています。その後、航空輸送の伸びに合わせて、1970 年から 1973 年にかけてタ

ーミナルビル、エプロン、西側滑走路の改良拡張が実施されるとともに、1979 年にはタイ空港公社が創立さ

れ、空港の管理運営が軍からタイ空港公社に移管されました。1980 年には日本の円借款を使用し、空港の

拡張改良計画が実施され、空港のキャパシティが大きく増加しています。 

このドンムアン空港がタイの空の玄関口として長い間その役割を果たしてきましたが、世界経済のグローバ

ル化の進展や観光客増加等に伴う航空需要の更なる増加や航空機の大型化などにより、徐々に空港が手狭

になってきました。しかしながら、空港周辺は既に住宅地域等の開発が進み新たな拡張が難しかったため、

新たなハブ空港の建設計画が持ち上がり、2006 年に開港することとなりました。それが現在のタイの主力国

際空港であり、バンコク東部サムットプラカーン県に位置するスワンナプーム国際空港です。なお、スワンナプ

ームとは「黄金の土地」という意味で、プミポン前国王（ラーマ 9 世）が命名したものです。 

現在ではタイで最も旅客数、発着便数及び貨物取扱量が多いのは、こちらのスワンナプーム国際空港とな

っており、特に国際線の旅客数はタイ国内の他の空港と比較しても圧倒的に多くなっています。一方、国内

線の旅客数と発着便数はドンムアン空港の方が多くなっており、国内線はドンムアン空港、国際線はスワンナ

プーム国際空港というような役割分担ができている部分もあるように見受けられます。これらの数字について

は、後ほど詳述したいと思います。 
  



  
Copyright © 2024, Aichi Prefecture.  
All rights reserved. 

（２）タイの主な空港の位置 

次にタイ国内の空港の位置関係を確認したいと思います。 

タイ国内でタイ空港公社が運営している主要 6 空港のほか、民間定期便が運航されている全ての空港に

ついて、白地図上にプロットしました（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 タイ国内の空港の位置関係（Google map 等を参考に弊事務所スタッフ作成） 
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スワンナプーム国際空港を始めとする、タイ空港公社が運営する主要 6 空港は、タイ経済の中心であるバ

ンコク周辺、タイ第二の都市であるチェンマイを擁する北部、プーケットなどのビーチリゾートがある南部の 3

箇所にある程度まとまって配置されています。その隙間を埋めるように小さな空港が点在していますが、タイ

の中央部など、空港がない県も存在しています。タイは日本の約 1.4 倍の国土面積を持っていますが空港の

数は日本よりも少なくなっており、長距離移動には鉄道を利用することも珍しくありません。特にバンコクを中

心に東西南北に路線が伸びるタイ国鉄は運賃も安く、タイ国民の生活の足となっています。 

 

（３）タイの主な空港の統計データについて 

ここで、タイの主要な空港であるスワンナプーム国際空港とドンムアン空港の統計データを確認しておきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 スワンナプーム国際空港とドンムアン空港の旅客数（出所：タイ空港公社公表データから作成） 

 

まずは旅客数（＝搭乗客数+降機客数+乗継客数）についてです（図 2）。図 2 は 2014 年から 2023 年ま

での 10 年間の両空港の旅客数の推移ですが、スワンナプーム国際空港が全ての年でドンムアン空港を上

回っており、旅客数最多となった 2019 年においては約 6,542 万人もの旅客数となっています。世界全体で

見ると 19 位で、その前後をシンガポールのチャンギ国際空港（約 6,828 万人）とアメリカのジョン・F・ケネディ

国際空港（約 6,255 万人）という有名な空港に挟まれていることからも、世界でも有数の国際空港ということが

分かります。また、ドンムアン空港もスワンナプーム国際空港と比べると少なく見えますが、日本第 2 位の旅客

数を誇る成田空港よりもやや少ない程度の約 4,130 万人であり、決して小さい空港ではないことが分かります。 
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この両空港とも 2019 年までは順調に旅客数を増やしてきましたが、2020 年、2021 年の 2 年間は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により旅客数は大きく落ち込み、最新の 2023 年のデータでは 5,170 万人まで回

復したものの、まだまだ道半ばという状況です。他方、最新の情報によると、2024 年 1 月から 4 月までのタイ

への外国人旅行者数は約 1,213 万人と前年同期比約 140％となっていることから、観光客の増加に伴い、

今後更に旅客者数は回復すると予想されます。こうなると、スワンナプーム国際空港の年間旅客対応能力は

対応できるのだろうか、という話になりますが、もちろん拡張計画が存在しています。これについては後程ご紹

介します。 

先の 2 空港にタイ航空公社が運営する 4 空港を加えた主要 6 空港について、直近の 2023 年の旅客数を

抜き出したものが下表･下図です（国内線：表 1 及び図 3、国際線：表 2 及び図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 及び図 3 主要 6 空港の国内線旅客数（2023 年）（出所：タイ空港公社公表データから作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 及び図 4 主要 6 空港の国内線旅客数（2023 年）（出所：タイ空港公社公表データから作成） 
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前述のとおり、国内線旅客数においてはスワンナプーム国際空港よりもドンムアン空港の方が多く、他にもチ

ェンマイ空港やプーケット空港などもそれなりのシェアを持っています。国際線はスワンナプーム国際空港が圧

倒的なシェアを持っている一方、プーケット空港は国内線とほとんどシェアが変わりません。旅客数そのものとし

ては国内線よりも多い状況です。特に欧米系の観光客に人気のビーチリゾートであるプーケットへは、一旦バン

コクを経由することなく、直接来る旅客が多いということの証左になるのではないでしょうか。一方でチェンマイは

国内旅行先として、又はバンコクと合わせて旅行に来る外国人には人気があるものの、外国人旅行客がタイ以

外の国から直接チェンマイへ行くことは少ないということを表していると考えられます。 

次に航空機の発着回数ですが、こちらも基本的な動きは旅客者数の動きと同じようになっています（図 5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 スワンナプーム国際空港とドンムアン空港の発着回数（出所：タイ空港公社公表データから作成） 

 

ドンムアン空港のほうが発着する大型機の数が少ないと考えられるため、旅客数と比べると両社の差は小さ

くなっています（新型コロナウイルス感染症の影響下にあった 2020 年及び 2021 年は除く）。これは、１（１）

でも述べたように、ドンムアン空港はスワンナプーム国際空港と比べて国内線の運行が多く、結果として大型

機が少なくなっていることが影響しているためと考えられます。 

最後に貨物取扱量です。こちらは時系列による動きが少ないため、直近の 2023 年のデータのみを示しま

す（国内線：表 3 及び図 6、国際線：表 4 及び図 7）。まず全体量ですが、国内線の貨物取扱量は年間 2.7

万トンと少なく、タイの航空貨物量全体の約 2％しかありません。航空便での輸送はコストが高く、一度に運べ

る量も少ないため、国内での貨物輸送は基本的に陸路が多くなる傾向があります。一方国際線は、運搬方法

が船便か航空便しかないため、航空便が担う量はぐっと多くなります。また、図 7 を見ると一目瞭然ですが、
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国際線の航空便はそのほとんどをスワンナプーム国際空港が占めています。旅客数ではドンムアン空港やプ

ーケット空港合わせて 30％程度のシェアを持っていましたが、貨物については両空港を合わせても約 3％と

なっており、タイの航空貨物はそのほとんどがスワンナプーム国際空港に集約されていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 及び図 6 主要 6 空港の国内線貨物取扱量（2023 年）（出所：タイ空港公社公表データから作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 及び図 7 主要 6 空港の国際線貨物取扱量（2023 年）（出所：タイ空港公社公表データから作成） 

 

 

２ タイ国内の空港の今後について 

前章では、タイ国内の空港について統計データをご紹介しました。本章では、タイの代表的な空港であるスワ

ンナプーム国際空港を始め、今後の計画や直近の話題についてまとめたいと思います。 
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（１）スワンナプーム国際空港の拡張計画 

スワンナプーム国際空港は、4,500 万人/年の年間旅客対応能力、68 便/時間のフライト処理能力、300 万

トン/年の貨物取扱能力を誇る国際空港で、単一の空港ターミナルビルとしては世界一の広さを誇る巨大空港

です。しかしながら、近年その能力を上回る旅客数の利用が続いており（新型コロナウイルス感染症の影響が

大きい 2020 年及び 2021 年を除く）、従来のターミナル及び滑走路では手狭になってきています。 

こうした状況は建設当初から予見されており、現在スワンナプーム国際空港の拡張計画が進んでいます。

拡張計画は全 5 フェーズあり、現時点ではフェーズ 2 の一部であるサテライトターミナル 1 の完成まで進んで

いるところです。このサテライトの完成により、現在の旅客対応能力はこれまでより約 1,500 万人/年増加し、

6,000 万人/年となっています。 

また、フェーズ 2 では現在あるターミナル 1 の東側の拡張も予定されており、これが完成すると更に旅客対

応能力が約 1,500 万人/年増加し、7,500 万人/年となる予定です。こちらは現地の情報によると 2024 年 8

月に施工業者が決定となる見込みです。フェーズ 3 では現在の敷地の西側に第 3 滑走路を建設する計画と

なっており、2024 年 7 月に完成予定とのことです。ただし、この第 3 滑走路は元々2020 年 11 月からの供用

開始が予定されていたところ、2023 年 9 月に延期、その予定が更に延期され 2024 年 7 月完成となってい

るため、更に延期となる可能性もあると感じています。なお、第 3 滑走路が完成すると、フライト処理能力が

26 便/時間増加し、94 便/時間となる予定です。その他、ターミナル 1 の西側の拡張も検討されています。 

その後のフェーズ 4･5 では、それぞれサテライトターミナル 2 の建設と、新たなターミナル 2 及び第 4 滑走

路の建設が計画されており、これらが全て完成すると、年間旅客対応能力 1.5 億人/年、120 便/時間のフライ

ト処理能力を持つ巨大国際空港となります（図 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 スワンナプーム国際空港の拡張計画（出所：タイ航空公社及び各種報道データを基に弊事務所 
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 （２）その他の空港の再開発・新設計画について 

なお、スワンナプーム国際空港以外にも、既存空港の拡張計画や新空港の建設計画が持ち上がっ

ています。 

①ドンムアン空港 

既存の第 1・2ターミナルを国内線用の一つのターミナルにリニューアルし、国際線用として新

たに第 3 ターミナルを建設する予定としています。2025 年頭に設計開始ということなので、完成

はまだまだ先の話となりますが、元々の倍程度まで利用スペースが拡張され、年間旅客対応能力

は現在の 3,000 万人から 5,000 万人まで増加するということです。ドンムアン空港の敷地そのも

のを更に拡張するのは不可能なため、現在ある敷地内で利用スペースを確保する計画となってい

ます。 

②その他の空港の新設 

チェンマイ空港に次ぐチェンマイ県内第 2 の空港としてラーンナー空港を、プーケット空港に次

ぐプーケット県第 2の空港としてアンダマン空港を新設する計画が現在進んでいます（新空港の

年間旅客対応能力は双方とも 200 万人程度）。 

  

こうした空港の拡張・再開発・新設計画は、いずれも 2024 年 2月にタイのセター首相が発表した

「アビエーションハブ」構想の推進に貢献することが期待されています。前述のように、スワンナ

プーム国際空港は 2023 年 9 月にサテライトターミナル 1 が完成するまで、年間旅客対応能力を超過

した状況が続いていたこともあり、世界の空港ランキングでもスワンナプーム国際空港は 10年前の

13 位から 68 位まで下落してしまうなど、タイの空港のプレゼンスはじわじわと低下していた状態で

した。このほか、入国手続きの簡素化や貨物輸送の自働化が求められているなど、観光大国であり

東南アジアの物流ハブでもあるタイにとって空港施設及びオペレーションの改善は急務となっており、

政府としてもようやくテコ入れを開始した形になります。このアビエーションハブ構想では、今後 1

年以内にスワンナプーム国際空港の世界ランキングを 50 位以内にし、5年以内に 20位以内に戻すこ

とを目標の一つに掲げているため、実現できるかどうかを注視したいと思います。 

  
３ おわりに 

5 月 11 日(土)、アジアオリンピック評議会（OCA）の総会がタイ・バンコクで開催されました。 
愛知県と名古屋市が 2026 年に開催される第 20 回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋）の開催地となって

いることから、この OCA 総会出席のため、愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会（AINAGOC）

の村手事務総長を始め職員の皆様が来タイされましたので、微力ながら現地でのサポートをさせて頂きました。 
当日は、総会において村手事務総長からアジア競技大会期間中にクルーズ船を宿泊施設として活用する計

画の報告や現在の進捗状況などを報告したほか、会場外のスペースの広報ブースで AINAGOC の広報担当

職員が、愛知・名古屋での開催 PR を行いました。今回、私はこの広報ブースでのお手伝いや荷物の輸入手

続きのサポートを行いました。 
総会での AINAGOC の発表に対しては異論が出ず拍手で迎えられ、広報ブースでも用意した資材は想定

以上に配布できたことから、うまくいったのではないかと感じています。 
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個人的な感想として、普段タイを始めとする ASEAN やインドの方々と接する機会はあるのですが、それ以外

の国の方々と接する機会はほとんどないため、今回の総会において中央アジアや中東の出席者の皆さんとお

話できたのはとても貴重な経験となったと感じています。その中で、やはりこうした国際会議に出られる方々は

英語がとても流暢で、自分の英語力のなさに焦りながらもそれが再認識できたのもよかったなと考えています。

こうした普段と違う仕事のお手伝いをできるのも、駐在員としての醍醐味だなと思います。今回の OCA 総会で

のサポート業務は、東南アジア及びインドにおける愛知県のこうした国際的な取組にも、積極的に取り組んでい

きたいと決意を新たにした出来事となりました。 
ちなみにこの愛知・名古屋 2026 大会は 2026 年 9 月 19 日から 10 月 4 日まで、主に愛知県内の 55 競技

会場（仮決定）で開催される予定となっています。愛知県にお住いの方も愛知県外にお住いの方も（もちろん海

外在住の方も）、是非この機会に愛知・名古屋にお越しください！ 
大会について詳しくお知りになりたい方は、以下の AINAGOC の公式ウェブページをご覧ください。

https://www.aichi-nagoya2026.org/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 9 AINAGOC 広報ブースにて（出所：筆者撮影）    図 10 OCA 総会会場入口の様子（出所：筆者撮影） 
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